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職場復帰支援の取組事例

キヤノンイメージングシステムズ株式会社
経営管理本部 副本部長（人事部長）柴田 雅記

社員サポートを
実践するためのヒント

十 分 な 専 門 知 識 な し で も
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COMPANY PROFILE

商号：キヤノンイメージングシステムズ株式会社

設立：1990年1月26日

代表取締役社長：廣木 茂

資本金：1億円

従業員数：540名

本社所在地：新潟県新潟市中央区笹口1-2

開発センター：新潟県新潟市中央区米山1-24

東京事業所：東京都大田区下丸子2-5-15 

事業内容：情報通信業（日本標準産業分類）

キヤノン製品に組み込まれるソフト開発

ネットワークシステム開発、Windows、iOS/Android

アプリケーション開発、クラウドシステム開発

ど
ん
な
会
社
か
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
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COMPANY PROFILE

ど
ん
な
会
社
か
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

ソフト開発しているキヤノン製品群

成果物のイメージ 社内の様子

当社オフィシャルサイトから
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BIOGRAPHY-職務歴-

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
従
事
経
験
は
4
年
半

1993 1997 2002

2005 2010 2012

2017 2020

キヤノン入社
本社人事部
（ほぼ作業）

神奈川県
半導体工場総務部
勤務管理・福利厚生

東京都
本社秘書室
取締役会・随行秘書

東京都
本社広報部
社内広報・記事執筆

静岡県
開発部門総務部
人事・労務

東京都
本社総務部
災害対策（防災）

東京都
外郭団体総務部
人事・研究推進

新潟県
グループ会社人事部
人事・労務

2022

2003

2013
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総
務
関
係
の
資
格
が
ほ
と
ん
ど
で
す

BIOGRAPHY-資格歴-

取得年 資格名 認定・交付機関

1998年 有機溶剤作業主任者 神奈川労務安全衛生協会

1998年 甲種防火管理者 平塚市消防本部

2012年 防災センター要員 東京防災設備保守協会

2013年 防災士 NPO法人日本防災士機構

2014年 防犯設備士 公益財団法人
日本防犯設備協会

2015年 事業継続管理者 NPO法人
事業継続推進機構

2021年 第二種衛生管理者 東京労働局
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当社におけるメンタル不調

病名
 適応障害

 うつ病／うつ状態

 不安障害

症状や行動
 不眠／中途覚醒

 食欲不振

 倦怠感

 動悸

 飲酒過多

不
調
の
代
表
例
を
あ
げ
ま
す
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療養から職場復帰への取組事例

A)疾患そのものの本質的な理解促進
病
状
と
回
復
ま
で
の
道
筋
を
話
し
合
い
ま
す

 長期療養前に人事面談を行います

 人事面談のなかで確認すること

 主治医からどんなことを告げられたか（病名）

 具体的なストレス反応・症状は？

 ストレス源はどんなこと（人）

 対象者に伝えていること

 誰しもがかかる可能性があること

 処方どおりの服薬をすすめる（薬のチカラを借りる）

 まずはストレス源から遠ざかることに注力

 現段階では冷静な判断を下しにくい

 睡眠／食事／規則正しい生活／集中力
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療養から職場復帰への取組事例

（Kupferら）

B) 病状のステイタスを知ってもらう

波を持ちながら回復に向かい
徐々に波もおさまっていく

経過

状
態
・
回
復
度

う
つ
病
な
ど
回
復
カ
ー
ブ
（
模
式
図
） Copyright 2021, Tomoki Takano, All Rights Reserved.

不調者には回復カーブの説明をしています
そして、推測される位置を理解してもらいます

まだこの
あたりですね

いまこの
あたりですね

睡眠／食事
規則正しい生活／集中力
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C) 傷病休職のモデルケース

1

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
し
っ
か
り
説
明

療養から職場復帰への取組事例

（Kupferら）

経過

状
態
・
回
復
度

Copyright 2021, Tomoki Takano, All Rights Reserved.

休暇+欠勤→傷病休職→復職支援プログラム
復職後
フォロー

傷病休職期間

復職の
手引き

診
断
書
受
領

・療養から復職までの流れを説明
・休職の最大期間
・切れ目のない受診・診断書送付
・休職中の賃金
・傷病手当金の申請方法
・復職のための条件
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D）復職支援プログラムの現状と課題

1

各
社
さ
ん
も
お
悩
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

療養から職場復帰への取組事例

 現状

 会社最寄りの施設で所定労働時間（8H）を過ごす

 会社最寄り施設までは公共交通機関で往復

 開始は8：45、終了は17：45（標準就業時間）

 従事期間は回復の具合による（2週間から1か月）

 課題

 会社の近くにリワークに適した場所がない（図書館）

 復帰のために必要な作業をさせるのが困難

 図書館ではコミュニケーションそのものがない

 労働ではないので、逐次保険にかける必要あり
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D）復職支援プログラムの現状と課題

1

標
準
の
就
業
時
間
に
耐
え
ら
れ
る
か
の
確
認

療養から職場復帰への取組事例

一日の過ごし方チェック表（行動の記録と自覚症状の有無を記入）
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E）職場復帰の条件と復帰後のフォロー

1

療
養
者
の
心
理
と
体
調
の
不
一
致
が
多
い

療養から職場復帰への取組事例

 条件

 主治医により復職可能の診断がなされること

 午前8：45までに出社ができること

 8時間の勤務が安定的にできること

 就業により健康状態が著しく悪化することがない

 生活のリズムが整っていること

 公共交通機関で安全に通勤できること

 産業医による面談で復職不可とならないこと

 復職後のフォロー

 就業に関する措置がある場合は、管理職と共有

 定期的な人事面談で体調確認



14

1

下
り
坂
の
ど
こ
で
療
養
さ
せ
る
か

長期離脱を防ぐために必要なもの

（Kupferら）

経過

状
態
・
回
復
度

Copyright 2021, Tomoki Takano, All Rights Reserved.

ここで
療養開始

前出の回復カーブ

ここで
療養開始

療養期間を短くできる
何かに似てる！
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1

企
業
に
お
け
る
災
害
対
策
の
基
本
で
す

長期離脱を防ぐために必要なもの

時間

企
業
操
業
度

BCP・事業継続計画概念図（操業度曲線）

発災

事前準備 初動対応＆復旧対応
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1

準
備
と
初
動
対
応
が
肝
心

長期離脱を防ぐために必要なもの

時間

企
業
操
業
度

回復カーブと操業度曲線が相似形

発災

事前準備 初動対応＆復旧対応

重ねて
みます
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1

災
害
対
策
の
基
本
を
応
用

長期離脱を防ぐために必要なもの

強固なインフラ→社内の仕組みや体制・環境
柔軟なソフト→社員個人の耐性・訓練

 体制・環境

 リアルタイムに出勤状況を把握する

 休みがち社員に対する人事部門からの積極的声がけ

 カウンセラー／保健師／専門医による社内相談体制

 職場管理者の良好なメンタリティー醸成

 耐性・訓練

 セルフケア研修

 管理職メンタルヘルス研修

災害対策の基本はインフラ（ハード）と
人（ソフト）、これを置き換えてみると
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1

精
神
論
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が…

長期離脱を防ぐために必要なもの

職務経験の乏しい私にとっては過去の経験
から類推するほか道がない

仕事は「前さばき」が基本である。
（後始末をするのではなく、コト
がおきないようにしなさい）

人間は経験が9割。残りの1割は
経験に基づく想像力で決まる。

キヤノン株式会社
総務本部長兼調達本部長

元経理部長 大澤 正宏

キヤノン株式会社
会長兼社長 CEO 御手洗 冨士夫

 実践していること
 傾聴と共感（相手に胸襟を開いてもらう）
 面会の記録をマメにとること（傾向がわかってくる）
 相手を観察して、不調な人ほど早めに療養・治療

（まじめな人ほど、体調不良を言い出せない傾向）
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さいごに
当社グループ 「先人の言葉」を紹介します

「私はとにかく医学というものは治療よりも予防が第一
でなくてはならないと思っていますので」

1970年5月23日 旧北海道拓殖銀行の要望により
同行函館支店における70周年記念講演・故人講演録

「健康第一主義について」

キヤノン株式会社 元会長 御手洗 毅
1901年-1984年大分県生まれ

北海道帝国大学 医学部卒業 医師・医学博士
同学部 産婦人科教室勤務、日本赤十字社病院、国際聖
母病院産婦人科部長を経て1937年 精機光学工業（現
キヤノン株式会社）創業

企業行動指針として
「実力主義」「新家族主義」「健康第一主義」を説く
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ご清聴
ありがとうございました


